
 

息子と二人暮らしの男性が「癌」を告知され、

あと 3ヶ月の命と言われた時、家で、しかも

楽しい思い出のいっぱいつまった居間で暮

らしたい、それとお風呂に入りたい。その希望をかなえるために居間を片づけ、

ベッドを移しそこで生活をするようにしました。息子は仕事に出かけると夕方早

くても 6時にならないと帰ってこられませんが、その間、ヘルパーさんが入り、

ヘルパーさんが来ないすき間の時間を囲碁の仲間（たまたまこの方は囲碁サーク

ルに入っていました）が見守りました。囲碁の仲間は男性ばかりでしたが最後は

その奥様方も手伝ったそうです。そしておだやかに最後を迎えられたとのことで

す。 

 

 

 

 

 

 

 平成 21 年 1 月 20 日（火）午後 1 時～4 時 参加人数 41 名 

 

前日は、春のような暖かさだったのに、この日は冬に逆戻りし寒い一日となりまし

た。寒いので来られない方もいましたが、それでも 41 名も集まり、ストーブで暖を

とりながら「坊主めくり」・「百人一首」などを楽しみ、今年のお正月行事も最後となり

ました。 

  

 

  

 

 

 

 

 

                   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に伊東さんは、このタマリバーのように人と人との交流の場を常日頃からつくってお

くことが、いざというときの力になるとおっしゃいました。 

みなさんと楽しみながら、しぜんと地域力をつけていけたらすばらしいことだと思

います。これからもよろしくお願いします。 

 

 

 

染地地域センターより

折原さん、府中より伊

東さんがお見えになり、

介護の現場からのお話

しをしてくださいまし


